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長野県環境影響評価条例第 32条第１項の規定により、下記のとおり送付します。 

 
記 

 

 
対 象 事 業 の 名 称              

 
（仮称）木曽川右岸道路（南部ルート）建設事業 

 
報 告 対 象 期 間              

 
令和６年１月１日から 
令和６年３月31日まで 

 
環境保全のための措置の状況 

 
評価書に基づき実施（詳細別紙） 

 
対 象 事 業 の 実 施 状 況              

 

１ 令和5年11月1日に令和5年度国補道路改築（道路メンテナンス）工事

 木曽郡大桑村殿地籍で工事着手、橋梁下部工事を実施中である。 

２ 令和６年２月２０日に令和５年度防災・安全交付金（道路）工事 木

曽郡大桑村読書地籍～木曽郡南木曽町戸場地籍で工事着手、木曽川と

渡河する仮橋工事を実施中である。 

３ 令和４年11月16日に令和４年度防災・安全交付金（広域連携）工事 木

曽郡大桑村阿寺地籍で道路築造工を実施中である。 

４ 令和６年３月１４日に令和５年度防災・安全交付金（代行）工事 木

曽郡大桑村長野地籍で工事着手、橋梁下部工事を実施中である。 

（その他別添図面等のとおり） 

 

 

 



 

 

対象事業の実施状況及び環境保全のための措置状況について 

 

○実施状況 

 

 木曽川右岸道路（南部ルート）建設事業の一環として長野県が実施する防災・安全交付

金代行事業の大桑村殿地籍（大島・殿 BC共通区間）、防災・安全交付金（道路）（緊急対

策事業）事業の大桑村阿寺地籍～南木曽町戸場地籍（E 案）に係る以下の内容の工事につ

いて工事着手した（別添図面参照）。 

 

工事名  令和 5 年度 国補道路改築（道路メンテナンス）工事 

 工事場所 （―）上松南木曽線 木曽郡大桑村 和村橋 1 工区 

 工期   令和 5 年 9 月 30 日から令和 6 年 8 月 23 日まで 

工事概要 橋梁下部工 N=1 基 

      逆Ｔ式橋台（A2）H=11.5m V=452m3 

 

工事名  令和 5 年度 国補道路改築（道路メンテナンス）工事 

工事場所 （―）上松南木曽線 木曽郡大桑村 和村橋 2 工区 

工期   令和 6 年 1 月 27 日から令和 7 年 3 月 21 日まで 

工事概要 橋梁下部工 N=1 基 

      Ｔ型橋脚（P2）H=15.7m V=312m3 

 

工事名  令和 5 年度 国補道路改築（道路メンテナンス）工事 

工事場所 （―）上松南木曽線 木曽郡大桑村 和村橋 3 工区 

工期   令和 6 年 3 月 15 日から令和 7 年 7 月 7 日まで 

工事概要 橋梁上部工 鋼 3 径間連続非合成箱桁橋（1 径間） 

L=50.6m W=6.0(9.75)m 鋼重 159.2t 工場製作工及び架設工 一式 

 

 

工事名  令和４年度 防災・安全交付金（道路）工事 

 工事場所 （一）上松南木曽線 木曽郡大桑村～南木曽町 

 読書ダム～戸場（南木曽町 十二兼工区） 

 工期   令和 5 年 3 月 20 日から令和 6 年 3 月 25 日まで 

 工事概要 工事用道路工 L=542m W=4.0(5.0)m 

       仮橋上部工 L=144m W=8.0m W=445t 

           仮橋下部工 N=2 基 盛土工 V=16,600m3 

 

工事名  令和４年度 社会資本整備総合交付金(広域連携）工事 

 工事場所 （一）上松南木曽線 木曽郡大桑村 阿寺～柿其 

 工期   令和 4 年 11 月 16 日から令和 6 年 3 月 25 日まで 

 工事概要 道路築造工 L=355.9ｍ W=6.0（10.0）ｍ 

             大型ブロック積工 L=112.8ｍ sl=4.73～6.73m 

              プレキャスト L 型擁壁 L=180.0m H=1.50～4.00m 

              舗装工 A=1,707m2 

 

 



 

 

工事名  令和 5 年度 防災・安全交付金（代行）工事 

 工事場所 （村）長野殿線 木曽郡大桑村 大桑～殿 1 工区 

 工期   令和 6 年２月 7 日から令和 6 年 10 月 23 日まで 

工事概要 橋梁下部工 N=1 基 

      逆 T 式橋台(A2)H=10.5m V=336m3 

 

工事名  令和 5 年度 防災・安全交付金（代行）工事 

工事場所 （村）長野殿線 木曽郡大桑村 大桑～殿 2 工区 

工期   令和 6 年 3 月 14 日から令和 6 年 12 月 18 日まで 

工事概要 道路拡幅工 L=50.3m W=9.5(13.5)m 

 大型ブロック積工 L=50.3m sl=4.5～5.0m A=251m2 

 地山補強土工(D29) L=5.0m N=128 本 

 

工事名  令和５年度 防災・安全交付金（道路）工事 

 工事場所 （一）上松南木曽線 木曽郡大桑村～南木曽町 

 読書ダム～戸場（南木曽町 十二兼１工区） 

 工期   令和 6 年 2 月 20 日から令和 6 年 11 月 15 日まで 

 工事概要 工事用道路工 L=386m W=4.0(5.0)m 

   道路盛土工 V=19,700m3  

   補強土壁工 L=45.2m H=1.5～12.0m 

 

工事名  令和５年度 防災・安全交付金（道路）工事 

 工事場所 （一）上松南木曽線 木曽郡大桑村～南木曽町 

 読書ダム～戸場（南木曽町 十二兼２工区） 

 工期   令和 6 年 2 月 20 日から令和 6 年 11 月 15 日まで 

 工事概要  アーチカルバート工（2000×2400）L=51.8m 

 

○環境保全のための措置の状況 

当該工事に係る環境保全のための措置の状況は別表のとおりである 



№ 環境要素・保全対策の対象 環境要因 実施位置 実施期間 実施方法
保全対策
の種類

保全対策の実施状況（今回対象） 保全対策の実施状況（前回まで）

1 大気質 重機等の稼働

近傍に保全対象が存在するトンネル
・ 和村ブロックから殿ブロックを通過
するA 案のトンネル(全長1,795m)
・ 上記トンネルの１つ下流側のトンネ
ル(全長1,005m)
・ 阿寺ブロックのD 案のトンネル(全
長910m)

工事中
排出ガス対策型の建設機械の選択、トンネルを木曽川下流から掘進するなど
の施工計画や施工方法の検討等を行う。無駄な空ぶかしの抑制、アイドリン
グストップを励行する。

最小化 該当なし 該当なし

2 騒 音 重機等の稼働 規制基準を超過する地域 工事中

騒音低減対策として排ガス対策型・低騒音型建設機械の選択、作業時間帯、
作業工程の適切な設定、仮囲い（高さ2m）の設置などの対策を検討し実施す
る。仮囲いの設置に当たっては、地域住民の意見を聞きながら、プランター
を用いるなど、植物を利用する工法も検討する。無駄な空ぶかしの抑制、ア
イドリングストップを励行する。注）（高さ２ｍ）は予測条件を示してお
り、現地の状況等により高さを変更する可能性がある。

低減

排ガス対策型建設機械を選択し、作業時
間帯は日中のみとした。
建設機械類は常に整備して、整備不良に
よる騒音防止に努めた。

排ガス対策型建設機械を選択し、作業時間帯は日
中のみとした。
建設機械類は常に整備して、整備不良による騒音
防止に努めた。

発破工事
防音扉の設置（コンクリート充填仕
様）

工事中
騒音低減対策として、トンネル坑口等における防音扉及び防音シート等の効
果的な設置、作業時間帯、作業工程の適切な設定などを実施する。

低減
当期は発破工事を実施していないため該
当なし

当期は発破工事を実施していないため該当なし

自動車の走行 無対策では環境基準を超過する地域 供用開始前

道路の良好な路面状況の確保に努めるなど、徹底した道路管理対策を講じ
る。遮音壁（高さ１ｍ）の設置に当たっては、地域住民の意見を聞きなが
ら、設置地点、高さ、材質等に加え、プランターを用いるなどの植物を利用
する工法についても検討を行う。注）（高さ１ｍ）は予測条件を示してお
り、現地の状況等により高さを変更する可能性がある。

低減 該当なし 該当なし

3 振 動 発破工事
保全対象が近く、発破による影響を大
きく受ける位置

工事中

試験発破の振動測定により影響が見られる場合には、振動低減対策として効
果的な爆破パターンの変更、発破火薬量の調整、作業時間帯及び作業工程の
適切な設定などの対策を実施するとともに地域住民への事前周知の徹底を図
る。

低減 該当なし 該当なし

発破工事
保全対象が近く、発破掘削が実施でき
ない位置

工事中 機械掘削工法の採用 最小化 該当なし 該当なし

4 低周波音 発破工事
保全対象近傍でトンネル掘削を実施す
る場所

工事中

トンネル坑口等に防音扉の設置（コンクリート充填仕様）防音シート等の設
置、作業時間帯及び作業工程の適切な設定などの対策の検討。低減効果をあ
げる必要がある場合は、学識経験者の助言を得ながら、防音扉の適正な位置
への設置、二重、三重の設置等を行う。

低減
当期は発破工事を実施していないため該
当なし

当期は発破工事を実施していないため該当なし

機械掘削工法の採用、作業時間帯及び作業工程の設定などの対策を検討。 最小化 該当なし 該当なし

5 日照阻害
影響はないものと評価さ
れる

－ －

6 悪 臭
車両や建設機械に係る
燃料消費による影響

計画路線全線のうち、保全対象がある
場所

工事中
①住民等への事前周知の徹底
②無駄な空ぶかしの抑制、アイドリングストップの励行

低減
①各工区で工事看板により事前周知
②無駄な空ぶかしの抑制、アイドリング
ストップを励行した。

①各工区で工事看板により事前周知
②無駄な空ぶかしの抑制、アイドリングストップ
を励行した。

舗装工事による影響 計画路線全線 工事中

①住民等への事前周知
②無駄な空ぶかしの抑制、アイドリングストップの励行
③アスファルト専用臭気中和剤の添加の検討注）
他の環境への影響の有無について製品仕様を確認し選定

低減・
修正

①各工区で工事看板により事前周知、地
区住民へ回覧により事前周知した。
②無駄な空ぶかしの抑制、アイドリング
ストップを励行した。
③該当なし

①各工区で工事看板により事前周知、地区住民へ
回覧により事前周知した。
②無駄な空ぶかしの抑制、アイドリングストップ
を励行した。
③該当なし

7 水 質
木曽南部地区環境衛生組合埋立地近傍
(大島・殿BC 共通区間)

工事前～対象
区間工事中

ルート検討時に改変区域が埋め立て範囲外であることを地主現地立会い、測
量等により確認し、その結果によっては、以下の対策を実施するなど慎重に
工事を実施する。
・必要に応じてボーリング調査を行う。
・ボーリング調査の結果必要な場合には、矢板等による土留め工を行い、土
壌の攪乱を防止する。

回避・
低減

該当なし 該当なし

8 水 象 トンネル工事

地下水が豊富な扇状地や地下水位が高
いと推定される地域、又は破砕帯が分
布すると想定される地域を通過するト
ンネル部(A 案、D 案、E 案、F 案、G
案)

工事前、工事
中

・ボーリング調査等詳細な地下水及び水質調査を実施する。
・掘削後速やかにコンクリートの吹付けをする
・周辺の地下水に影響を与えるような湧出水が発生した場合は、止水しなが
ら作業をする。
・工事中の地下水位の監視をする。

修正 該当なし 該当なし

橋梁工事 山口ダム湛水敷横断部(F 案) 工事中
ダム管理者と協議を行い、適切にダム利用できる工法や実施時期を検討す
る。

最小化 該当なし 該当なし



№ 環境要素・保全対策の対象 環境要因 実施位置 実施期間 実施方法
保全対策
の種類

保全対策の実施状況（今回対象） 保全対策の実施状況（前回まで）

9 地 形・地 質
落石が生じる可能性があると予測され
る区域。(ABC、A 案、B 案、野DE、柿
DE、G 案)

工事実施前～
工事中

[落石対策：斜面上方からの落石]
詳細な落石対策調査を実施し、当該斜面の状況に応じて適切な落石対策を選
択し、必要に応じて組み合わせて実施する。道路建設において斜面上方から
の落石に対して多く採用される対策工として、落石防護柵、落石防護網、
ロックシェッド、ロックボルト工、根固め工、除去工があげられる。なお、
実際の対策選択にあたっては、これら以外の対策も含めて検討する。

最小化 当期は該当なし 当期は該当なし

崩壊が生じる可能性があると予測され
る区域。(A 案、B 案、大殿BC、野DE、
D 案、柿DE、G 案)

工事実施前～
工事中

[斜面崩壊対策]
斜面の状況、地質･土質状況、湧水･集水の状況に関する詳細な調査を実施
し、崩壊機構、崩壊規模及び深度、安定度の検討を行い、適切な斜面崩壊対
策工を選択し、必要に応じて組み合わせて実施する。道路建設において斜面
上方からの崩壊に対して多く採用される対策工として、擁壁工、補強土工、
グラウンドアンカー工、杭工(急斜面では困難)、地表水排除工、地下水排除
工があげられる。なお、実際の対策選択にあたっては、これら以外の対策も
含めて検討する。

最小化 当期は該当なし 当期は該当なし

岩盤すべり発生の可能性があると予測
される区域。(A 案)

工事実施前～
工事中

[地すべり対策]
詳細な現地調査、変動計測調査、安定解析のための調査、安定解析、地すべ
り対策工検討のための調査を実施し、適切な地すべり対策工を選択し、実施
する。道路建設において地すべりに対し多く採用される対策工として、地表
水排除工、地下水排除工、シャフト工、グラウンドアンカー工があげられ
る。なお、実際の対策選択にあたっては、これら以外の対策も含めて検討す
る。

最小化 該当なし 該当なし

トンネル区間のうち、地表部に陥没が
生じる可能性のある区域。(A 案、D
案)

工事実施前～
工事中

[トンネル区間の地表部陥没対策]
堆積土の厚さ、地山状況、破砕帯等における異常出水の発生の可能性、地下
水状況に関する詳細な調査を実施し、薬剤注入、遮水工、天端や地山の安定
を目的とした補助工法から適切な方法を選択し、実施する。

最小化 該当なし 該当なし

土石流発生の可能性があると予測され
る渓流横断部。(ABC、D 案、E 案、FG)

工事実施前～
工事中

[土石流対策]
土石流調査に基づいて土石流の規模を推定し、必要な断面、適切な水路勾配
となる橋梁又はカルバートを設置する。なお、大規模な土石流が予想される
降雨条件等の場合は、交通規制を実施する。

最小化 当期は該当なし 当期は該当なし

切土の安定性に影響があると予測され
る区域。(ABC、B 案、大殿BC、野DE、D
案、E案、柿DE、FG、F案、G 案)

工事実施前～
工事中

[切土のり面対策]
必要に応じて土質･岩質、地質構造、地山の強度、地下水･湧水の状況、地下
水位の変動に関する詳細な調査を実施し、適切な切土のり面保護工を選択
し、必要に応じて組み合わせて実施する。道路建設においてのり面保護のた
めに多く採用される対策工として、コンクリート張工、吹付工、現場打ちコ
ンクリート枠工、吹付枠工、擁壁工、切土補強土工があげられる。なお、実
際の対策選択にあたっては、これら以外の対策も含めて検討する。

修正 当期は該当なし 当期は該当なし

盛土の安定性に影響があると予測され
る区域。(ABC、A 案)

工事実施前～
工事中

[盛土の崩壊対策]
基礎地盤調査を実施し、基礎地盤の改良又は補強土工を行う。

修正 該当なし 該当なし

地下水が豊富である、地下水位が高い
と想定される等により、切土の安定性
に影響があると予測される区域。
(ABC、B 案、大殿BC、野DE、D 案、E
案、FG、G 案)

工事実施前～
工事中

[切土のり面の地下水対策]
地層構成、地層の透水性、地下水変動等について詳細な調査を実施し、排水
量を検討し、必要な能力を持つ地下排水工を実施する。地下排水工として、
地下排水溝、じゃかご工、水平排水孔、垂直排水孔がある。

修正 当期は該当なし 当期は該当なし

集水地形のため、雨水や地下水の盛土
内への浸透により、盛土の安定性に影
響があると予測される区域。(ABC、野
DE)

工事実施前～
工事中

[盛土の排水対策]
降雨、土羽土の土質等について調査し、排水量を検討し、浸透水を排水する
ために必要な能力の地下排水工を実施する。また、必要に応じて盛土に水平
排水層を設ける。地下排水工の種類は「切土のり面の地下水対策」に同じ。

修正 当期は該当なし 当期は該当なし

盛土区間で渓流部を横断する箇所。(詳
細設計段階で決定)

工事中
[盛土区間による渓流横断対策]
カルバートによる横断排水施設を設置する。カルバートは、流水及び流木や
土砂を適切に流下させることができる十分な断面を有するものとする。

修正 当期は該当なし 当期は該当なし



№ 環境要素・保全対策の対象 環境要因 実施位置 実施期間 実施方法
保全対策
の種類

保全対策の実施状況（今回対象） 保全対策の実施状況（前回まで）

10 植 物 1.全ての環境要素 全区間 工事開始前
・ トンネル構造の採用や既存道路の採用等により改変区域を可能な限り小さ
くする。

最小化
トンネル構造を２箇所で採用し、改変区
域を小さくした。（ABC）

トンネル構造を２箇所で採用し、改変区域を小さ
くした。（ABC）

2.間接的影響を受ける植物種
オオハナワラビ(大殿BC、柿DE)
キヨスミヒメワラビ(G 案)
オキナグサ(B 案)
ウマノスズクサ(野DE)
アイナエ(FG)
タカクマヒキオコシ(F 案)
キクモ(野DE)
アギナシ(ABC)
ササユリ(ABC、A 案)
ヒメシャガ(FG)
エビネ(FG)
カヤラン(野DE、G 案)

左記種名の右側に付記した計画路線案
沿いの生育地

工事中

・ 切土等の改変をする場合には、表土及び植物種を適切に保管し、復旧の際
に活用することにより早期の植生の回復を図る。
・ 新たな植栽が必要な場合においては、在来種使用するよう努めることによ
り、周辺植物との連続性の確保及び移入種の侵入防止を図る。

修正 ・当期は保全対象に関る工事はなし ・当期は保全対象に関る工事はなし

工事中
・ 散水や工事用車両の足回り洗浄や、運行中のアイドリングストップの推
進、過負荷運転の防止等により粉じんの巻上げや大気汚染物質の発生を低減
する

低減
工事用車両の足回り洗浄を実施し、運行
中のアイドリングストップの推進、過負
荷運転の防止を図った。

工事用車両の足回り洗浄を実施し、運行中のアイ
ドリングストップの推進、過負荷運転の防止を
図った。

工事中

・ 工事施工ヤードや工事用道路以外への工事関係者や車両の進入を禁止す
る。
・ 工事関係者の自然環境保全の意識向上を図り、改変範囲周辺での不要な樹
木の伐採や植物種の踏圧等を行わないよう指導する。

最小化

・工事区域及びその周辺の必要最小限の
範囲を除き、通行車両の進入を禁止し
た。
・工事区域以外への立ち入りは必要最小
限とし、区域外の樹木の伐採や植物種の
踏圧等の防止を図った。

・工事区域及びその周辺の必要最小限の範囲を除
き、通行車両の進入を禁止した。
・工事区域以外への立ち入りは必要最小限とし、
区域外の樹木の伐採や植物種の踏圧等の防止を
図った。

供用時
・ 凍結防止剤については必要最小限度の使用にとどめ、可能な限り植物に無
害な代替品に変更する。

低減 該当なし 該当なし

3.水辺に生育する植物種
キクモ(野DE)
アギナシ(ABC)
ヒメシャガ(FG)

左記種名の右側に付記した計画路線案
沿いの生育地

工事中

下記の対策により、雨水による濁水の発生又は、生育地への濁水の流入を低
減させる。
・ 側溝を設置し流路を確保する。
・ のり面を早期に緑化し、地表面を裸出させないよう配慮する。
・ 崩落の恐れが生じる箇所については、ビニールシートで覆うなどの措置を
講じる。
・ 工事施工ヤード周辺に側溝や沈砂池を設け、植物の影響が少なくなるよう
に、可能な限り広い沢幅の河川を選んで計画的に排水する。
・ 工程計画に際しては渇水期を中心とした工事計画をたてることにより濁水
の発生を低減させる。

修正 ・当期は保全対象に関る工事はなし ・当期は保全対象に関る工事はなし

4.計画路線案の選択によっては直接的影響を受ける
植物種
クラガリシダ(D 案)
コフウロ(G 案)
ハダカホオズキ(F 案)
ソクズ(大殿BC)
ササユリ(野DE)
ヒメシャガ(野DE)

左記種名の右側に付記した計画路線案
沿いの生育地

工事開始前

・ 現状となるべく同じ環境の移植地を選定し、工事に先立って、本個体を
マーキングする等して保護し、工事着手前の移植適期に移植作業を実施す
る。
・ 移植後は本種の生育状況や移植先の環境等についてモニタリングを実施
し、必要に応じて適切な措置を検討する。

代償 当期は該当なし 当期は該当なし



№ 環境要素・保全対策の対象 環境要因 実施位置 実施期間 実施方法
保全対策
の種類

保全対策の実施状況（今回対象） 保全対策の実施状況（前回まで）

11 動 物 ノスリ(ABC) 左記種名の右側に付記した 工事中
・ ノスリへの工事による影響を最小限にするために、繁殖期間のうちの特に
過敏な時期(3～5月)中は確認地点周辺において発破工事をしない。

最小化 該当なし 該当なし

オオアカゲラ(G 案)
サンショウクイ(ABC)

左記種名の右側に付記した 工事中
・ 確認地点周辺で樹木の伐採や土工事を行う時期は本種の繁殖期である3～6
月(オオアカゲラ)、5～7 月(サンショウクイ)を避ける等の保全対策をとる

最小化 該当なし 該当なし

ツチガエル(ABC) 計画路線案沿いの生息地 工事開始前
・ 本種は産卵や越冬のために止水域を必要とすることから、確認された沢沿
いに小規模な池を代替生息地として創出する。そして、工事開始前に、本種
を捕獲し、代替生息地に避難させる。

代償

該当なし（工事着手前に工事区域内の生
息調査を行ったが生息が確認できなかっ
たため、代替生息地は創出せずに平成27
年3月工事開始。）（ABC)

該当なし（工事着手前に工事区域内の生息調査を
行ったが生息が確認できなかったため、代替生息
地は創出せずに平成27年3月工事開始。）（ABC)

工事中 ・ コルゲートパイプによる移動経路の確保を実施する。 修正
ABC区間において設置した移動経路の定
点観測調査を実施。

ABC区間において設置した移動経路の定点観測調
査を実施。

供用時
・ 高圧ナトリウムランプの採用による餌となる昆虫の誘引の低減を実施す
る。

低減 該当なし 該当なし

オビカゲロウ(ABC、FG、F 案、G 案) 計画路線案沿いの生息地 供用時
・ 本種が確認された沢近くに照明を設置する場合は、走光性昆虫類の誘引効
果の小さい、高圧ナトリウムランプを採用する。

低減 該当なし 該当なし

オジロサナエ(D 案、FG)
ヒメサナエ(G 案)
ニホンアミカモドキ(野DE)
オオナガレトビケラ(大殿BC、G 案)

計画路線案沿いの生息地 工事中

・ 本種が生息する沢では、河川により負荷の小さい橋梁構造を検討する。ま
た、本種が生息する沢近くにおける土工事についても、降雨時に発生した濁
水及び土砂が直接沢に流入することにより水質の変化を引き起こす可能性が
あるため、工事用道路には側溝を設置し、沢に生息する動物種への影響を極
力小さくする。
・ のり面を早期に緑化し、地表面を裸出させないよう配慮する。崩落の恐れ
が生じる箇所については、ビニールシートで覆うなどの措置を講じる。
・ 工事施工ヤード周辺に側溝や沈砂池を設け、可能な限り広い沢幅の河川を
選んで計画的に排水する。工程計画に際しては、渇水期を中心とした工事計
画を立てることにより濁水の発生を低減させる

修正

・のり面の早期緑化を図るため在来種を
使用した緑化工法を採用している。
・降雨による土砂の流出が懸念される場
合には、のり面を仮設シートによるのり
面保護を講じている。
・工事に伴う河川の汚濁に注意し、計画
的に沢へ排水。

・のり面の早期緑化を図るため在来種を使用した
緑化工法を採用している。
・降雨による土砂の流出が懸念される場合には、
のり面を仮設シートによるのり面保護を講じてい
る。
・工事に伴う河川の汚濁に注意し、計画的に沢へ
排水。

ゴホンダイコクコガネ(ABC、A 案、大殿BC、野DE) 計画路線案沿いの生息地 供用時
・ 本種が確認された地点近くに道路照明を設置する場合は、走光性昆虫類の
誘引効果の小さい、高圧ナトリウムランプを採用する。

低減 該当なし 該当なし

ゲンジボタル(ABC、A 案、大殿BC、野DE) 計画路線案沿いの生息地 供用時

・ 本種の生息地近くに道路の照明を設置する際は、照明器具に遮光板を付け
る等して、本種の生息域を照らさないようにする。
・ 計画路線の外側に自動車のライトを漏れにくくする植物を植裁し、照明に
よる本種の繁殖阻害を防止する。

低減 該当なし 該当なし



№ 環境要素・保全対策の対象 環境要因 実施位置 実施期間 実施方法
保全対策
の種類

保全対策の実施状況（今回対象） 保全対策の実施状況（前回まで）

12 生態系
移動経路の分断・ロードキルの発生が予測される箇
所

哺乳類、両生類の主要な移動経路計画
路線が横断する沢計画路線の排水路計
画路線の切土・盛土部

工事中
・ 動物の移動に配慮したボックスカルバートやパイプカルバート、オーバー
ブリッジを設置する。
・ 排水路に小動物用のスロープを設置する。

修正 ・当期は保全対象に関る工事はなし ・当期は保全対象に関る工事はなし

外来種・移入種 のり面緑化の実施予定地 工事中
・ 在来植生によるのり面緑化の積極的な実施により、セイタカアワダチソウ
等の先駆的外来種の侵入を防除する。

低減 当期は該当なし 当期は該当なし

光環境の変化 照明の設置予定地 供用時 ・ 計画路線の照明を、昆虫類の誘引を抑える高圧ナトリウムランプとする。 低減 当期は該当なし 当期は該当なし

クマタカ
D 案を通るルート
E 案を通るルート
F 案を通るルート
G 案を通るルート

阿寺地域及び田立地域のクマタカの高
利用域内

工事開始前～
供用時

・ 餌量の減少が及ぼす影響は不確実なためモニタリングを継続し、影響があ
ると判断された場合は、ノウサギやヤマドリ等の餌動物増加に向けたミティ
ゲーションを実施する(森林の適切な管理）。

低減
・E案ルートで道路築造工事を実施
阿寺地区の猛禽類調査では、工事の影響
は確認されなかった。＜事後調査＞

・E案ルートで道路築造工事を実施
阿寺地区の猛禽類調査では、工事の影響は確認さ
れなかった。＜事後調査＞

クマタカ
G 案を通るルート

田立地域の営巣地に近いトンネル坑口
予定地

工事開始前～
工事中

・ 工事はクマタカの繁殖活動に対する影響が大きい1 月～3 月は避ける、ま
た、3 月以降に関しても抱卵や雛が確認された場合は、巣立ちまでの期間の
工事は避ける。

最小化 該当なし 該当なし

工事中
・ 低騒音型建設機械の選択、作業時間帯、作業工程の設定、遮音施設等の設
置などの対策を検討する。

最小化 該当なし 該当なし

工事開始前～
供用時

・ クマタカの営巣地からの視界に入るG 案のトンネル坑口及び計画路線で
は、遮蔽板等により、周囲の風景に溶け込んだ遮蔽ドームを設置し、工事中
の人の出入りや工事車両及び供用時の照明や交通車両等が営巣地からの視野
に入らない対策を実施する。

低減 該当なし 該当なし

オオタカ
A 案を通るルート
B 案を通るルート
C 案を通るルート
D 案を通るルート
E 案を通るルート

大島地域のオオタカの高利用域内
工事開始前～

供用時

・ 餌量の減少が及ぼす影響は不確実なためモニタリングを継続し、影響があ
ると判断された場合は、ヤマドリ、ハト等の餌動物増加に向けたミティゲー
ションを実施する(森林の適切な管理）。

低減 該当なし 該当なし

ヒダサンショウウオ(ABC共通区間、FG共通区間) 生息地 工事開始前 ・ 改変部に生息する幼生を、工事前に捕獲し一時避難する対策を実施。 修正 該当なし 該当なし

生息が確認された沢 工事中 ・ 移動経路の確保(上記の移動経路の分断・ロードキル対策にて対応) 修正 該当なし 該当なし

路傍雑草群落 のり面緑化の実施予定地 工事中 ・ のり面緑化に在来種を活用(上記の外来種・移入種の対策にて対応) 低減
のり面緑化に在来種を活用する工法を採
用している。

のり面緑化に在来種を活用する工法を採用してい
る。

モグラ属の一種 のり面緑化の実施予定地 工事中
・ のり面緑化に在来種を活用(上記の外来種･移入種の対策にて対応)、移入
種の侵入に伴う草地生態系の質的低下影響の軽減。

低減
のり面緑化に在来種を活用する工法を採
用している。

のり面緑化に在来種を活用する工法を採用してい
る。

シュレーゲルアオガエル(A 案)
左記種名の右側に付記した計画路線案
沿いの生育地

工事中 ・ 移動経路の確保(上記の移動経路の分断・ロードキル対策にて対応) 修正 該当なし 該当なし

カジカガエル(大殿BC 共通区間)
左記種名の右側に付記した計画路線案
沿いの生育地

工事中
・ 繁殖期である4～8 月、幼生の上陸前の9～11 月の期間の工事を避けるこ
とにより、繁殖阻害及び濁水により幼生が受ける影響を回避する。

最小化 該当なし 該当なし

モモジロコウモリ(F 案) F 案沿いのねぐらの周辺 工事開始前 代償 該当なし 該当なし

テングコウモリ 代償 該当なし 該当なし

・ 現状で人工のトンネルを利用していることから、賎母の自然林内にあるコ
ンクリート製の構造物の改良、又は新たな洞穴創出などにより、代替となる
ねぐらを創出する。
・ 既存のトンネルを活用する場合は片側を閉塞し、天井面にとまれるような
凹凸や突起をつけ、身を潜ませることができるよう隙間を持った構造とす
る。また、内部環境が適切に保たれるよう、人や他の動物の侵入を防止する
ような入口とする



№ 環境要素・保全対策の対象 環境要因 実施位置 実施期間 実施方法
保全対策
の種類

保全対策の実施状況（今回対象） 保全対策の実施状況（前回まで）

13 景 観 橋梁等区間 工事中
橋梁等の構造物や道路付属物(照明ポール、立入防止柵等)に、低明度、低彩
度の色彩、周囲の自然景観、農村や山林の景観を構成する要素との調和が図
られる色彩を採用する。

修正

道路付属物(ｶﾞｰﾄﾞﾚｰﾙ、立入防止柵等)
に、低明度、低彩度の色彩、周囲の自然
景観、農村や山林の景観を構成する要素
との調和が図られる色彩を採用した。

道路付属物(ｶﾞｰﾄﾞﾚｰﾙ、立入防止柵等)に、低明
度、低彩度の色彩、周囲の自然景観、農村や山林
の景観を構成する要素との調和が図られる色彩を
採用した。

土工部区間 工事中

盛土部では、工事の進捗に合わせてできるだけ早期に種子吹付け、芝型の草
本の植え付け等ののり面の緑化を行う。また、周辺環境に調和するような適
切な樹種、地元産の緑化木を選定・育成して植栽を行い、のり面等の緑化を
行う。

修正
のり面緑化に在来種を活用する工法を採
用している。

のり面緑化に在来種を活用する工法を採用してい
る。

全区間 工事中
資材置場等の仮設施設は、なるべく目立たない場所に設置し、必要に応じて
仮囲いを設置して遮蔽する。仮囲いには、低明度、低彩度の色彩、周辺景観
の基調色に類似あるいは同等の配色を採用する。

修正

資材置場等の仮設施設は、なるべく目立
たない場所に設置し、シート等で覆い保
護している。

資材置場等の仮設施設は、なるべく目立たない場
所に設置し、シート等で覆い保護している。

14 触れ合い活動の場
主要な触れ合い活動の場
及び自然景観の改変

全区間
工事開始前～

工事中
道路計画においては改変面積を最小限にとどめ、工事の実施にあたっても改
変面積の最小化に努める。

最小化
工事にあたって、改変面積の最小化に努
めている。

工事にあたって、改変面積の最小化に努めてい
る。

直接改変部 工事中
改変箇所について、現在の状態に近い形態での整備を行う。遊歩道等につい
ては、付け替え道路及び跨道橋を設置する。

修正 該当なし 該当なし

土工部 工事中

盛土部では、工事の進捗に合わせてできるだけ早期に種子吹付け、芝型の草
本の植え付け等、のり面の緑化を行う。また、周辺環境に調和するような適
切な樹種、地元産の緑化木を選定・育成して植栽を行い、のり面等の緑化を
行う。

修正
のり面緑化に在来種を活用する工法を採
用している。

のり面緑化に在来種を活用する工法を採用してい
る。

橋梁部等 工事中
橋梁等の構造物や道路付属物(照明ポール、立入防止柵等)に、低明度、低彩
度の色彩、周囲の自然景観、農村や山林の景観を構成する要素との調和が図
られる色彩を採用する。

最小化

道路付属物(ｶﾞｰﾄﾞﾚｰﾙ、立入防止柵等)
に、低明度、低彩度の色彩、周囲の自然
景観、農村や山林の景観を構成する要素
との調和が図られる色彩を採用した。

道路付属物(ｶﾞｰﾄﾞﾚｰﾙ、立入防止柵等)に、低明
度、低彩度の色彩、周囲の自然景観、農村や山林
の景観を構成する要素との調和が図られる色彩を
採用した。

アクセス性の悪化 全区間 工事中

工事に際し出来るだけ通行止めや片側通行等、交通の妨げとなることのない
よう通行路を確保し、また観光シーズン中の施工を避ける等の対策を行う。
また、工事に関する情報については、インターネットの活用、道路看板の設
置により地域住民及び観光客への事前周知を行う。

低減

工事に際し出来るだけ通行止めによる、交通
の妨げとなることのないよう通行路を確保
し、また観光シーズン中の施工を避ける等の
対策を行った。工事に関する情報について
は、工事予告看板の設置により地域住民及び
観光客への事前周知を行った。

工事に際し出来るだけ通行止めによる、交通の妨げと
なることのないよう通行路を確保し、また観光シーズ
ン中の施工を避ける等の対策を行った。工事に関する
情報については、工事予告看板の設置により地域住民
及び観光客への事前周知を行った。

全区間 供用後 供用後は、関係機関と協議を行い円滑な道路交通の確保に努める。 低減 該当なし 該当なし

快適性の悪化 全区間 工事中
工事についての地域住民への周知を徹底し、低騒音型建設機械・車両の使用
により騒音・振動の低減を図るとともに、休日の作業を極力控え作業時間等
に配慮する。

最小化
排出ガス対策型、低騒音型建設機械を選
択し、作業時間帯は日中のみとした。

排出ガス対策型、低騒音型建設機械を選択し、作
業時間帯は日中のみとした。

全区間 供用後 関係機関と協議を行い、円滑な道路交通の確保に努める。 低減 該当なし 該当なし

土工部区間 工事中 道路の目隠し効果のある植栽を行うなど、影響の軽減対策を検討する。 修正

従来の鉄製の工事看板ではなく県産材を
利用した工事看板を設置することによ
り、木材のもつ温もりを活かし、周辺環
境との調和を図り、県民から親しまれる
よう工事現場に対するイメージを向上さ
せ、快適性の悪化の軽減につながる効果
を図った。

従来の鉄製の工事看板ではなく県産材を利用した
工事看板を設置することにより、木材のもつ温も
りを活かし、周辺環境との調和を図り、県民から
親しまれるよう工事現場に対するイメージを向上
させ、快適性の悪化の軽減につながる効果を図っ
た。

15 史跡・文化財 質的価値の悪化 土工部 工事中

盛土部では、工事の進捗に合わせてできるだけ早期に種子吹付け、芝型の草
本の植え付け等ののり面の緑化を行う。また、周辺環境に調和するような適
切な樹種、地元産の緑化木を選定・育成して植栽を行い、のり面等の緑化を
行う。

最小化
のり面緑化に在来種を活用する工法を採
用している。

のり面緑化に在来種を活用する工法を採用してい
る。

橋梁等区間
工事中・供用

開始前

橋梁等の構造物や道路付属物(照明ポール、立入防止柵等)に、低明度、低彩
度の色彩、周囲の自然景観、農村や山林の景観を構成する要素との調和が図
られる色彩を採用する。

最小化

道路付属物(ｶﾞｰﾄﾞﾚｰﾙ、立入防止柵等)
に、低明度、低彩度の色彩、周囲の自然
景観、農村や山林の景観を構成する要素
との調和が図られる色彩を採用した。

道路付属物(ｶﾞｰﾄﾞﾚｰﾙ、立入防止柵等)に、低明
度、低彩度の色彩、周囲の自然景観、農村や山林
の景観を構成する要素との調和が図られる色彩を
採用した。

利用環境の変化 保全対象の近傍工事区間 工事中
低騒音型建設機械・車両を使用することを徹底し、騒音・振動の発生を減少
させるとともに、休日の作業が発生しないよう作業時間等に配慮する。

低減
排出ガス対策型、低騒音型建設機械を選
択し、作業時間帯は日中のみとした。

排出ガス対策型、低騒音型建設機械を選択し、作
業時間帯は日中のみとした。

全区間 工事中
工事に際し出来るだけ通行止めや片側通行等、交通を妨げることのないよう
に関係機関と協議を行う計画とする。

低減
工事に際し出来るだけ通行止めや片側通
行等、交通を妨げることのないように関
係機関と協議した。

工事に際し出来るだけ通行止めや片側通行等、交
通を妨げることのないように関係機関と協議し
た。

神社仏閣等近傍区間 工事中
信仰対象の文化財付近の工事については、十分な地元説明会を開く等、丁寧
かつ慎重な作業を心がける。

低減 該当なし 該当なし

埋蔵文化財の改変 全区間 工事実施前
文化財保護法に基づき、必要な届け出を行うと共に、関係機関と保全に関す
る協議を行う。埋蔵文化財包蔵地の近接地についても教育委員会と保護協議
を実施する。

低減

教育委員会へ、保護協議の必要について
毎年届け出を行い確認している。工事中
の箇所については、保護協議の必要はな
しとの回答を得ている。

教育委員会へ、保護協議の必要について毎年届け
出を行い確認している。工事中の箇所について
は、保護協議の必要はなしとの回答を得ている。

全区間 工事中
工事中に未周知の埋蔵文化財が確認された場合には、文化財保護法に基づき
遅延なく関係諸機関と協議し、適切な保全に努める。

低減
未周知の埋蔵文化財は確認されなかっ
た。

未周知の埋蔵文化財は確認されなかった。



№ 環境要素・保全対策の対象 環境要因 実施位置 実施期間 実施方法
保全対策
の種類

保全対策の実施状況（今回対象） 保全対策の実施状況（前回まで）

16 廃棄物等 全区間 工事前
トンネル掘削や切土、盛土等の道路構造を検討し、トンネル坑口付近での盛
土を計画することにより、建設発生土の減量を図る。

低減
和村トンネル坑口付近での盛土を計画す
ることにより、建設発生土の減量を図っ
た。

和村トンネル坑口付近での盛土を計画することに
より、建設発生土の減量を図った。

全区間 工事中

・木材の現地における再利用
・建設発生土再使用の推進（工事間利用の徹底、ストックヤードの整備、民
間の受け入れ地の利用）なお、近傍の道路トンネル工事で、掘削土砂から地
質由来の有害金属が検出された例があり、本事業においてもトンネル工事に
あたっては、水質試験等を行い、有害金属が検出された場合にはその拡散が
生じないように対処する。
・アスファルト塊の再資源化施設への搬出等による有効利用

低減

・現地発生材のリサイクル処理施設への
搬出による有効利用
・建設発生土は工区内で極力有効利用を
図り、最小限の残土については残土置場
（大桑村黒渕）へ搬出した。
・現場にて発生したアスファルト塊を再
生資源化施設へ搬出し有効利用を図っ
た。

・現地発生材のリサイクル処理施設への搬出によ
る有効利用
・建設発生土は工区内で極力有効利用を図り、最
小限の残土については残土置場（大桑村黒渕）へ
搬出した。
・現場にて発生したアスファルト塊を再生資源化
施設へ搬出し有効利用を図った。

17 温室効果ガス等 全区間 工事前

・擁壁における新型ブロック等の採用
・バイオマス起源の部材(信州型木製ガードレール等）
の積極的利用。
・現地の施工条件等を考慮しつつ、可能な限りセメント
使用量が削減可能な構造を検討し、コンクリートを使
用する場合は、高炉セメントの積極的使用を検討す
る。

低減

・擁壁において大型ブロック等を採用し
ている。
・バイオマス起源の部材については、該
当なし
・高炉セメントを使用している。

・擁壁において大型ブロック等を採用している。
・バイオマス起源の部材については、該当なし
・高炉セメントを使用している。

全区間 工事中 再生資材の使用 低減 再生砕石を使用している。 再生砕石を使用している。

全区間 工事前

・現地の施工条件等を考慮しつつ、可能な限りセメント使用量が削減可能な
構造を検討する。
・現場条件等を考慮した上で構造を検討し、型枠使用する木材については、
原則として県産材を使用する。

低減
工事に使用する木材は、原則として、県
産材を使用することとしている。

工事に使用する木材は、原則として、県産材を使
用することとしている。



施工箇所位置図

防災・安全交付金（道路）

（一）上松南木曽線 木曽郡大桑村～南木曽町

読書ダム～戸場 事業区間

社会資本整備総合交付金（広域連携）

（一）上松南木曽線 木曽郡大桑村

阿寺～柿其 事業区間

令和5年度防災・安全交付金（代行）工事

（村）長野殿線 木曽郡大桑村
大桑～殿 1工区 2工区実施箇所

令和5年度国補道路改築（道路メンテナンス）工事

（―）上松南木曽線 木曽郡大桑村
和村橋1、２、３工区 実施箇所



①

②

国補道路改築（道路メンテナンス）事業
（―）上松南木曽線 木曽郡大桑村 和村橋

＜凡例＞

施工済

施工中

未施工

村施工

令和5年度

橋梁下部工 Ｐ２
H=15.7m V=312m3

令和５年度

橋梁下部工 Ａ２
H=11.5m V=452m3

令和５年度

橋梁上部工 (１径間）

Ｌ＝５０.６ｍ



＜凡例＞

施工済

施工中

未施工

他事業

社会資本整備総合交付金 （広域連携）工事
（一）上松南木曽線 木曽郡大桑村～南木曽町

阿寺～柿其

じゅうにかね

十二兼駅

阿寺住宅団地

阿 寺 橋
あてらはし

中 央 本 線

至 なごや

至 とうきょう

至 長野市

至 名古屋市

一級河川 木曽川

読書ダム

（関西電力）

戸場地区

阿寺

高齢者福祉施設
サンシャインあてら

一般国道 １９号

延長 L=約3,600m 幅員 W=6.0(8.0)m

1号トンネル

L=943m

2号トンネル
L=998ｍ

Ⓕ
Ⓔ

Ⓓ

Ⓒ

Ⓑ
Ⓐ 柿其かきぞれ

あてら

どば

十二兼

十二兼（仮橋下部・上部・工事用道路）、1号トンネル、トンネル設備設計、環境調査、現場技術業務、用地・補償

社資（道路）阿寺～柿其

R4 工事用道路 L=542m
仮橋工 L=144m

現道拡幅 L=  70m

道路新設 L=328m

柿其川橋（下部工） L=58.5m

仮橋工 L=55m

用地買収・物件補償

防安（道路）読書ダム～戸場

防災・安全交付金 （道路）工事
（一）上松南木曽線 木曽郡大桑村～南木曽町

読書ダム～戸場
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防災・安全交付金（代行）事業
（村）長野殿線 木曽郡大桑村 大桑～殿

＜凡例＞

施工済

施工中

未施工

村施工

令和5年度

橋梁下部工 A2 H=10.5m V=336m3

令和5年度

道路拡幅工大型ブロック積工 L=50.3m 


